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『師走を迎えて』

１１月末にまとまった雪が降り、あたり一面が銀世界になりました。もう根雪でしょう。さあ、１２月です。今年も、あとわずかとなりました。１２月のことを「師走」とも言います。その由来として諸説ありますが、普段落ち着いている師（先生）が走る（馳せる）ほど忙しい月である。法事が多いので、法師（お坊さん）がたくさんの檀家に呼ばれお経を読むために走り回っている、という説があります。いずれにしても１年の締めくくりとして忙しい毎日を送る月を意味しているのでしょう。そして、この１ヶ月は子ども達にとっても楽しみの多い月でもあります。冬休み間近です。今年のクリスマスはどんな楽しいことがあるのでしょう。これからのイベントに向かって毎日わくわくする時間を送っていきます。ただ、中学３年生や高校３年生にとっては、ある子にとっては就職するまでの訓練の時間であり、進学する子にとっては、最後の大事な追い込みの時間でもあります。ちょっと気を抜く、という時間や心のゆとりもなかなかないとは思いますが、せっかくの風物詩です。少しでも楽しんでもらいたいと考えています。私たちも、毎日を一緒に暮らしている中で気づかないことを、この時期にちょっと立ち止まって、振り返ってみたいと思います。子ども達の成長に驚き、改めて喜びを噛み締めることが出来る時期でもあります。

そして、この１年の締めくくりの時期は、自分自身を見つめ直すとても大事な時期であることを自覚しながら生活してもらいたいと思っています。例えば、今の自分自身の状況を振り返って、１．初めにあったやる気が今も持続しているか。２．希望に向かって努力を続けているか。３．今、何をなすべきかを見失ってはいないか。４．怪我や病気、そして、人との係りで不必要な心配事が無いか。こんな課題を見つめてほしいと考えています。その自分を振り返り、もっと自分を高めたい、もう一度頑張りたい、と思ったときには、自分の周りには自分を思っていてくれる、手を差し伸べてくれる人がいる。そんな周囲の環境がある、ことを知ってもらいたい、と思っています。私たちは、一人で生活しているわけではなく、必ず関わってくれる人がいます。自分が生活していく社会があります『自分力の足りなさを自覚し、知恵や力を貸してくれる他人の存在を知るのもいい経験である』（本田技研創始者　本田総一郎）そうした周囲の存在を知ることも、自分だけの力だけでなく力を借りながら事を為していくことを知ることも、きっと大切な経験になるのだと思います。そうした人との支え合いが社会を形成してのであり、周囲から力を得ることによって、自分だけで話しえない限界を知り、足りない部分を補ってもらうことに対する感謝の気持ちが生まれるのではないかと思います。「いいことはおかげさま、わるいことは身から出たさび」（相田みつお）なのです。

あと少しでお正月です。「終わりよければ、すべて良し」「１年の計は元旦にあり」この時期は昔から日本人が慌ただしい毎日から解放され、「行く年」を感慨深げに振り返りながら、「来る年」に対して、「きっと良い年であるように」という願いや希望を抱きながら過ごしていく特別の期間です。ゆったりとした時間の流れの中でそれぞれを振り返り、新しい年に向けての願いなどを話し合って行く機会になればと願っています。風邪も含めて、健康管理には「早寝・早起き・朝ご飯」「外出から帰ってからのうがい・手洗いの励行」を普段から心がけていきたいと思っています。特に睡眠時間はしっかりと取り、規則正しい食事と生活は学習効果も高め、学力の向上にも大きく関わっています。健康であってこその私たちの生活です。健康管理をしっかりとして、これからの冬の生活を楽しんでいきたいと思っています。

吉田幸雄












12月の行事予定
1日（金）　　光陵中３年模擬試験　　　5日（火）　　南小参観日（高）
6日（水）　　南小参観日（低）／学園避難訓練
  7日（木）　　南小参観日（中）　　 8日（金）　　札幌歯科学院後期試験／男子グループ行事（温泉）

 12日（火）　　幌加内高修学旅行（～１８）／理容ボランティア

 　　　13日（水）　　ララちゃん来園／中学校との連絡協議会
15日（金）　　新篠津高1年保護者会　　20日（水）　　新篠津高終業式
 　　　21日（木）　　駒沢幼稚園・岩西高終業式　　22日（金）　　南小・栗山高・幌加内高終業式

23日（土）　　天皇誕生日　サンタクロース飾りつけ（バルーン）

24日（日）　　誕生日会　　クリスマス会

25日（月）　　光陵中最終日　　26日（火）～27日（水）学園大掃除　　28日（木）　　学園餅つき大会

31日（日）　　大晦日
-　　　ご厚志　ご寄贈など　感謝申し上げます（１１月１日～３０日）

　(ご芳名もれをお許しください)

コープさっぽろ　様　　しんぐるまざーず・ふぉーらむ岩見沢　田川祐子　様　　浅野　享　様　　荒川博之　様　　清水芙美子　様　　吉田裕希　様　ビクトリア観光　様　河内克彰　様












スポーツ大会では、チームで協力しながら勝ちに向かっていきました。ですが、障害物競争ではY君がうまく競技できず、落ち込んでいる時に紅組、白組に関係なく、みんなでY君を応援しました。スポーツ大会で勝ち負けを競っていましたが、それでも学園の和を大切にしていた良い場面でした。


―男子グループ　林祐太―











みんな幼稚園でたくさｎ練習を積み重ねてきた努力がよく伝わる発表会でした。たくさんの人に見られる大きなステージに立っても恥ずかしがることなく堂々とした姿にはとても感動しました。


―幼児グループ　昼八賢悟―





年齢の近い、Eさん、Hさん、実習生とイタリアンレストランへ外食に行きました。石窯で焼きたてアツアツのピザや生パスタを食べながら、お店の良い雰囲気に感動したのか「今度、お母さんと一緒に来たいなぁ」と話していたEさんでした。


―女子グループ　川口紀子―





　宿泊学習の中で一番楽しかったことは、部屋で騒いでいたことです。後、サンピアザ水族館で魚を見たことです


―中１　Rくん―














　今回は「①麺類②旬の食材を使ったおかず③デザート」を作ろうをテーマに各グループに分かれて、それぞれ料理を作りました。旬の食材と言えば、「じゃがいも」ということで肉じゃがを作るグループ、それからうどんの麺を小麦粉から作るグループ。みんなでワイワイしながら楽しい時間を過ごしました。うどんを作ったグループは下ゆでしなかったために、ドロドロになってしまいましたが、そういう失敗も、良い経験になったと思います。


―心理士　寺崎真一郎―





小低学年男の子と幼児さんたち仲良し男の子8人グループでココスに行ってきました。ドリンクバーやホットケーキやポテトやピザ・・・など大好きな物を楽しく食べることができました。お兄さんが幼児さんの世話をしてくれたり、子ども達同士のやり取りで成立することも多くあり、外での体験を通して成長を喜べる良い体験となりました。


―幼児グループ　成田志保里―


























私たちラーメン組は「味のいまいち」というお店に行ってきました。名前の由来は「いま、一番（美味しい）」という意味で皆ホッと一息つき、ラーメンはボリューム満点コストパフォーマンスも最高とあって、高校生は「また来たい!!」との声も。また店主の人柄も良く、味やボリューム以上に楽しい食事会になりました。チェーン店では味わえない人情を味わいました。―男子グループ　佐々木達生―





　　10月から新しい職員が入りましたので、ご紹介します。





「給食部の三上育です。今後ともによろしく御願い申し上げます。」


―調理員　三上育―





　水族館にゲームセンターと思い切り楽しみました。魚の細かい部分までよく見ていたり、魚とのふれあいでは臆せずにどんどん向かう姿に成長を感じました。ゲームセンターではUFOキャッチャーに夢中になりすぎたと反省する子がいたり、好きなゲームを見つけてゆっくり楽しんでいたり、その子その子の姿を見ることができました。


―幼児グループ　西田明朱実―





　学園のスポーツ大会では色々な種目があり、すごく楽しかったと思いました。私は紅組だったので、勝利しました。とてもうれしかったです。今年のスポーツ大会もとての楽しかったです。


―小６　Yさん―








